
 

 

 
 

 

先月下旬には、千葉県、福井県、北陸や能登地方などの各地で大

雨災害が発生しました。被災された皆様にお見舞い申し上げますと

ともに、お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈りいたします。 

では、今月号もよろしくお願いいたします。今月号のトピックス

は次のとおりです。 

・大雨時の車の浸水、水没 

・生活道路における制限速度が 30km/h に！ 

・「レベル５大雨特別警報」発表時の行動 

 

大雨時の車の浸水、水没 

先月の千葉県での大雨は、大きな浸水被害をもたらし、「令和８

年千葉豪雨」と気象庁が名称を定めました。 

被害の中でも、昨年８月の拙稿「防災・安全ニュース VOL.28」 

                 
 

危機管理課 
２０２６年９月号 

 

電話：６５－１２８２ 

で取り上げました冠水した道路での車の

浸水、水没が多く発生し、亡くなられた

方もいらっしゃいました。被災した車両

の数は、先月 23 日時点で１万台規模と

も報道されていましたが、毎日の生活で

車を失うことは大変な問題です。 

特にアンダーパスや低い土地では、瞬く

間に車が水没する危険性があります。ア

ンダーパスの回避や低い土地での車の早

めの移動について、今のうちに考えてお

きましょう。 

右のポスターはこちら（国土交通省 HP） 
→ https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002018356.pdf 

 



生活道路における制限速度が 30km/h に！ 

９月１日から主に地域住民の生活に利用されるような中央線がな

い道路（生活道路）の法定速度が、30km/h に引き下げられました。 

 

生活道路における自動車の法定速度が引き下げられます！！ 

（警察庁 HP） 

→ https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/seikatsudouro/seikatsudoro.html 

 

「レベル５大雨特別警報」発表時の行動 

 

特に、道幅が狭い道路では、道 

路の最高速度が引き下げられます 

のでご注意ください。 

 また、生活道路は、道路が狭い 

い上に自転車や人の往来も多く、 

子供の飛び出しも懸念されるよう 

な道路です。悪天候や夜間の場合 

には、より一層の安全確認と適切 

な速度による安全運転に心がけて 

ください。 

 このトピックの詳細な情報は、 

以下のＵＲＬからご確認をお願い 

いたします。 

最初の話題で「令和８年千葉豪雨」を取

り上げましたが、冒頭で述べましたとおり

北陸地方や北海道などでも線状降水帯が発

生するなどして、５月から運用を開始した

「新しい防災気象情報」の「レベル４大雨

危険警報」や「レベル５大雨特別警報」が

相次いで発表され、各地で「避難指示」や

「緊急安全確保」が各市町村から発令され

ました。 

レベル４やレベル５の気象情報が発表さ 



 

れた場合には、災害の恐れが高まっていたり、災害が発生している

可能性、または既に災害が発生している情報です。このような場合

には、気象情報に十分注意して積極的に入手し、市から発令する「 

避難指示」までの間に必ず避難するようにしてください。 

「レベル５大雨特別警報」が発表されたときに取るべき行動は、

まだまだ浸透していないように思われますので、以下のＵＲＬから

ご確認ください。 

前ページのポスター（国土交通省 HP） 

→ https://www.mlit.go.jp/report/press/content/002018355.pdf 

 

 

 

 

 

【編集後記】 
 

今月も防災・安全ニュースを最後までご覧いただきまして、ありがとうございま

した。 

 ９月１日は防災の日でした。この日は、1923 年（大正 12 年）に関東大震災が発

生した日です。後に大震災と呼ばれる平成７年の阪神・淡路大震災では建物倒壊に

よる圧死、平成 23 年の東日本大震災では津波による溺死が多かったのに対し、本震災で

は火災による焼死が多かったです。 

 火災は、震災に限らず初期消火が大切で、炎が自分の背丈を超えた場合は、身を

守るべく逃げることも大切です。当事者になった時に、頭が真っ白にならないよう

防災センターで消火器による初期消火を体験してみては如何でしょうか。 （N.0） 


